































































































































































































































































































































































































































































































ηT＝ d。’ d。。。● 〟B、●肱。，
　＝ηTの，αθ。ητw．5’ηTfO♪●ηToρ
（11）
　ηT。ッ。‘、は有効率と言うべきもので，ランキンサイク
ルの断熱仕事と，可逆サイクルの有効仕事との比であ
り，ηTW．εは作動媒体係数と言うべき実作動媒体の実
断熱仕事と，完全ガスの断熱仕事との比である．
　式（10）で求まる理想ねじ膨張機の運転効率η肋ρの
運転圧力比πによる変化（2）を図9に併せて示してい
る．理想ねじ膨張機の運転断熱比仕事恥紳が図7，図
8に示すように，入口乾き度κτ、により変わるため，
7．結　論
　作動媒体が湿った場合の膨張機の出力の予測方法に
関して，計算と実験の両面から検討した結果，以下の
結論を得た．
（1）本報告では，作動媒体が乾きに近い状態の湿り蒸
気における，ねじ膨張機の性能予測計算法として，実
作動媒体の熱物性データを利用し，断熱指数κが変化
する等エントロピ膨張の実断熱仕事の考えを導入し，
湿り運転の膨張機出力を予測可能にした．
（2）本研究では，作動媒体の乾き度κに相当するもの
として，体積流量比κ。Tbκ。T2を設定し，これにもと
づいた乾き度κ’で得られたデータを整理すると，予測
値と実験値は，その傾向が似かよったものになった．
（3）実軸比出力防の予測には，計算した理想膨張機
の運転断熱仕事隅f。ρに，ねじ膨張機固有の運転効率
ηT。ρを掛けることで整理することができる．
（4）膨張機の運転効率ηTψは，膨張機固有の特性値で
あるが，運転圧力比πおよび乾き度κ’により変化す
る．今回の実験に使用したねじ膨張機の場合，κ’が
1～0．6の範囲で運転圧力比πが最適圧力比π’fに近け
れば，運転効率ηT。ρは概ね0．70の値となる．
　おわりに，本研究の実験に関し，温泉の利用と実験
場所を提供いただいた，長崎県小浜温泉の本多宣章氏
に謝意を表わす．
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